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はじめに

最近の水産業をとりまく諸情勢の変化に伴って、技術的諸問題は多様化し、行政

・研究の両部門それぞれの単独対応では十分効果をあげることが難しい事例が増加

している。

その課題として、昭和５４．５５年度には東京都水産試験場大島分場が中心とな

り、伊豆諸島における貝類栽培漁業の展開方策を検討したのに引続き、昭和５６．

５７年度には、八丈島の処理能力の関係で漁獲制限を実施しているクサヤモロにつ

いて、東京都水産試験場八丈分場が中心となり、活動対象地域の背景・漁業の歴史

的経過等の総合考察の左かから、多獲性魚類の有効利用方策の検討を実施した。

本事業名は組織的調査研究活動推進事業で、活動対象地域の選定を行った後、行

政・研究部門で活動チームを編成して、その地域における重要試験研究課題を摘出

し、それらの解決策を検討すると共に未解決問題は、ブロック会議等を通じて、関

係県や国と協議し、解決を促進する主旨の国庫補助事業である。
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１調査研究活動地域名

東京都八丈島八丈町地区

２調査研究活動地域選定の理由

八丈町は、伊豆諸島の中でも漁場に恵まれ、四季を通じて来遊する魚類も多く、昭和５５年の魚貝

類生産量は２，６５４トン（約１５億円）である。内訳は、ハマトピウオ８６４トン、クサヤモロ９６３トン、

カツオ・マグロ類５４７トン、底魚類１０７トン、その他１７３トンとなっており、ハマトピウオとクサヤ

モロで生産量の７Ｍを占め、これら魚類の豊凶が八丈島の漁業を左右するほど重要な魚種となってい

る。

他方、八丈島は離島という地理的条件により、漁獲物を本土市場へ出荷するための運搬方法・販売

方法・鮮度保持方法等改善すべき問題点が多く、特にクサヤモロは鮮度低下が速く、かつ高温期に多

獲されるので鮮魚出荷は困難であり、主に伊豆諸島名産の塩干製品「クサヤ」として加工されている。

しかし、地元の加工能力との関連で漁獲制限を行っているのが現状である。

上記の理由から多獲されるクサヤモロの有効利用法を確立することが、伊豆諸島における漁業振興

の上からも有効な手段と考えられ、クサヤモロ漁への依存度が高くしかも漁業管理の徹底が可能な上

記地域を選定した。

３東京都における選定地域の位置付け

八丈島は東京都の海面漁業における島別生産額が最高であり、近年漁船の大型化も進み、漁業生産

量および生産額は増加傾向を示しているが、生産拡大の障害となっている前述の諸問題を解決するこ

とは、八丈島のみならず東京都海面漁業の生産量増加に貢献することが期待される。

４活動チームの構成

年度
昭和５７年度昭和５６年度

部門

水産試験場

技術管理部長

水産試験場

技術管理部長

総括責任者

今井丈夫草苅正

水産試験場

八丈分場研究員

〃

技術管理部主査

水産試験場

八丈分場研究員

〃

技術管理部主査

研究・普及部門担当者

伊東二三夫

皆川恵

西村和久

長沼広

伊東二三夫

西村和久

－１－



年度

昭和５６年度 昭和５７年度
部門

行政部門担当者 農林水産部

水産課振興係長佐藤哲二

〃主事吉浦和彦

八丈支庁

産業課水産係主事岩田哲

町役場

商工水産係長岡田幸久

農林水産部

水産課振興係長

〃主事

八丈支庁

産業課水産係主事

町役場

商工水産係長

佐藤哲二

吉浦和彦

高橋好孝

岡田幸久

協力機関名

三根漁業協同組合

八丈島漁業協同組合

八丈島水産加工業協同組合

新島漁業協同組合

若郷漁業協同組合

新島本村水産加工業協同組合

鹿児島県阿久根市漁業協同組合

鹿児島県枕崎漁業協同組合

静岡県漁業協同組合連合会

東京都漁業協同組合連合会

５

東京都八丈島八丈町三根４，２０６

束京都八丈島八丈町大賀郷５９５

束京都八丈島八丈町三根４，２０５

束京都新島本村中河原１７

束京都新島若郷１７

束京都新島本村５

鹿児島県阿久根市晴海町２番地

鹿児島県枕崎市折口町６６番地

静岡県追手町９番１８号

東京都港区芝１丁目１２番地

６調査研究活動の目的

東京都海面における、多獲性魚類であるムロアジ類の漁獲量を増大させるために障害となっている

要因除去方策を検討する。

調査活動にあたっては、既往統計資料の収集・整理と解析、現場における実態調査・試験研究成果

の適用の検討を行ったのち、地元漁業者・加工業者・行政・試験研究機関による検討会を開催し、各

部門での問題点の摘出と解決方策の樹立を図ろ。

７調査研究活動の結果

１）調査地域の位置と社会的条件

（１）地域社会の位置と面積

八丈島は伊豆諸島南部に位置し、東京の南方海上約300km、北緯33.05′、東経139.50／に位置

－２－



し、緯度的には室戸岬、佐世保

とほぼ同緯度にある。

本島はまた、北西から南東方

向に長軸（約１４ｋｍ）を有し、

最大巾７．５ｋm、周囲５９km、面

積６８．３３kmi<、ヒョウタン形を

し、八丈富士（８５４３ｍ）、三

原山（700.9ｍ）の両火山と比

較的広い裾野を有している（図

１）。

(2)地域社会の特色

本地域は「流人の島」として

有名であり、過去に流人が持ち

込んだ内地文化との交流により、

独特の文化が形成・保存されて

東京

ロ大畠

ク粥

總鬘芒

弓潅、好

図１．八丈島の位置と概略

いる。

伊豆七島の中でも最南端に位置する本島は、隔離性が強く長い間自給自足的生活を強いられ

れてきたが、近年、国や都の補助を得て空港や港湾施設等の産業基盤の整備が進み、水産物が

大消費地の東京へ出荷されるようになり、経済に活気がでてきている。また、島の自然と独特

な文化を求めて来島者も増え、観光業が主産業の一つとして定着している。

(3)人口の推移

八丈島地区の人口は、昭和２５年の１万３千人台が最高で以後減少し、近年は１万人台で安

定している。昭和２５年以降、特に３５年以降は高度経済成長期で労働力の都市集中化に伴い、

青年層の流出が進み、４５年以降も石油危機等による経済不振や、いわゆるＵターン現象等が

あったが依然として高校卒業後の離島現象は続いており、２０才台前後の若年層は少ない。世

帯数（図２）と各層別人口構成（表１）から近年の全国的傾向である核家族と高齢化が八丈島

でも進んでいることがわかる。

〔
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(世帯）

（人）

１４００

１３００

，１２００

，００

１０００

９００

８００

４０００

３６００

３２００

２８００

２４００

２０００

１６００

4５５０５６(年）明３５４３大９昭５１７２５３０３５４０

図２．八丈島における人口及び世帯数の推移

（はちじェう/８１より）

表１．各層別人口の動向

（はちじよう８１ノより）単位：人

老年人口

（６５才以上）

生産人口

(１５～６４才）

年少人口

（Ｏ～１４才）

層
計合

年

１０，５７１

１０，５３４

１０，５３７

１０，５２７

１０，４３７

1，３７１

１，３８４

１，４４９

１，４５４

１，４８７

6，８８８

６，８６８

６，８０６

６，８０６

６，６７５

2，３１２

２，２８２

２，２８２

２，２６７

２，２７５

昭和５２

５３

５４

５５

５６

(4)産業構造

昭和５７年度の就業人口４，５６７名のうち、第１次産業従事者は１，０４７人、第２次産業従事者

は737人、第３次産業従事者２，７８３人となっており、第１次産業の他第３次産業（とくにサービ

ス業）ヘの依存度が高いことがわかる（表２）。

第１次産業生産物の中では、農産物と水産物がそれぞれほぼ半数を占め、林産物はごくわずか

である（表３、図３）。

第３次産業である観光産業については、同じ伊豆諸島に属する大島に比べ歴史は浅く、観光客

が増えはじめたのは昭和４６年に入ってからである。観光地としての発展は、東海汽船と全日空

に主ろ交通手段の整備に負うところが大きいが、４０年代からの全国的な離島観光ブームに関連

し、流人と島民によって形成された八丈島の独特の文化と、東洋のハワイとも称される亜熱帯的

風土が人気を呼んだことも大きな要因として挙げられる。なお、来島者数は表４に示したとおり、

昭和４８年と同５３年の２０万人台をピークに近年は漸減傾向を示している。

－４－
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表３農林水産物生産状況（５７年）

（八丈支庁事業概要より）単位：千円

昭和５４年１～１２月 昭和５５年１～１２月

三
構成比（筋）金額 金額

総生産額 １００．０3，５３３，５２９ 3，７８８，７５０

1，８１７，３４５ 1，９９９，３１８

農
花卉園芸

農作物

畜産物

養蚕

1，４９８，１６６

１６７，５０４

１５０，６７６

９９９

８２４

９．２

８．３

０．１

1，６４２，０８０

１７４，９０２

１８１，９０１

４３５

産

物

７９，０４１ 2.2 ６９，３６７林
産
物

薪・木炭

素材

その他

４．２

１．８

９４．２

３，３３０

１，３８８

７４，３２３

３，６０５

１，４７２

６４，２９０

1，６３７，１４３ ４６．３ 1，７２０，０６５
水

魚類

貝類

藻類

その他

９２．５

3.0

２．１

２．４

1，５１２，９８３

４９，４１４

３４，８７２

３９，８，７４

1，５０２，２８３

４５，０３８

５２，６４４

１２０，１００

産

物

その(111

魚緬

1,50228
ｲﾋﾞｦ'鵬iil渋
１，fｉ４２０ＲＯ

】７４９０２

図３農林zk産物構成図（八丈支庁事業概要工！））
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表４交通手段別来離島者数（八丈町産業観光課調べ）

単位：人

種

航空路航空路 海路 海路
年

年３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５

日禾昭

５６，１３１

８５，２４５

１０５，４５９

１１３，６４５

１００，９４３

１１９，１７０

１２０，９６６

１０１，０２４

１０６，０５７

１０９，３２１

１１２，２８２

１１３，８３６

１０６，７５６

１０７，５３５

３１，６２６

３９，６０４

４５，６８０

７８，２９７

８９，６３０

９４，３６２

８５，６３８

７７，０３４

６５，８９２

６７，３１０

８９，２３２

８３，０００

７４，６４１

６５，８０８

２８，８００

３８，２１８

４２，６０２

７０，５８６

７４，４４８

８０，８９２

７０，１４９

６９，４７３

５６，８１３

６１，８１７

７９，６１０

７７，７９６

６７，４７５

５６，９１８

５９，１８９

８７，４６３

１０８，８５３

１１８，１７６

１１３，０３７

１３２，６１５

１３５，８８６

１１１，５６１

１１４，３５３

１１５，９６０

１２３，３４４

１２０，２２４

１１４，９９９

１１７，６００

2）調査地域の水産業の実態

（１）漁業協同組合及び水産研究会

八丈島における漁業協同組合は､昭和２４年７月に末吉漁業協同組合が285名の組合員を,もっ
て設立されたのを皮切りに、同年１０月に三根漁業協同組合が（組合員数588名）と中ノ郷漁業

協同組合（組合員数200名）、さらに同年１２月に大賀郷漁業協同組合（組合員数313名）が相

次いで設立された。その後、三根漁協を除く大賀郷、中ノ郷、末吉の３漁協は、昭和４８年５月

に合併し八丈島漁業協同組合として発足したので、現在八丈島漁業協同組合、三根漁業協同組合

の２組合があり、両漁協を合わせた組合員数は正組合員数450名前後、准組合員数630名前後を

上下し、昭和５６年の総組合員数は１，０９３名となっている（表５）。一方、漁業者の親睦と漁業

技術の向上、水産業の発展に資することを目的に昭和３４年に水産研究会が結成された。結成当

時は各漁協単位に活動していたが、昭和４５年町役場から同研究会に対して補助金が交付される

ようになったのを機に、各漁協の研究会を「八丈町水産研究会」として一本化し、各漁協の研究

会を分会とすることが決定された。各研究会活動は、分会の特性が尊重されて進められており、

－７－



例えば三根分会では曳縄関係が中心となって漁獲物の鮮度保持方法等について研究を行い、現在

では三根漁業協同組合のカツオは鮮度日本一と云われるに至っている。また中ノ郷分会では採貝

関係が中心となり、フクトコプンの漁場管理等について研究を進め、現在磯根資源管理では島内

で最も進んだ研究グループとして島の主導的立場にある。

この主うに離島という悪条件の中で水産業が大きく伸びているのは、好漁場に恵まれているこ

とは無論のことであるが、漁業者が自ら研究会を発足きせ資源管理、鮮度保持等について多角的

に研究し、八丈島漁業の健全な発展に努力しているからに他ならない。

なお、５８年４月現在の会員数は三根分会７３名、大賀郷分会２７名、中ノ郷分会３２名、末

吉分会２６名の合計158名である。

表５八丈島における年度別組合員構成 単位：人

三根漁業協同組合 八丈島漁業協同組合 合 計

霊
合総年 計

昭和５３

５４

５５

５６

３８３

３８８

４００

４０８

２１７

２２４

２１９

２１２

２４３

２２８

２４１

２４０

1，０９１

１，０８５

１，１００

１，０９３

２４８

２４５

２４０

２３３

１０～２０トン未満５隻

(2)漁船
昭和５１

漁船総数は

５２

約240隻であ

るが、そのほ５３

とんどが２０
５４

トン未満で、
５５

約４０紛力３３

トン未満の小５６

型船である。

９１隻

３６

３９

ｏトンLﾉ(上１隻

３２

３５

０トンjｿ､｣二２隻

４２

ＤＣ

I
L

２７「

昭和５１～図４漁船の推移

５６年におけ

る八丈島の漁船の動向を図４に示した。

３トン未満は昭和５２年以降減少傾向にあるのに対し、３トン以上特に１０トン以上の漁船の
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伸びが著しく、漁船の大型化傾向が伺える。

この大型化傾向については、最近青ヶ島・鳥島海域での春トビ（ハマトピウオ）漁業・底釣漁

業等の操業が盛んになってきたのに伴い、船の安全性・居住性・航海性能力重視されてきたため

と思われる。なお１トン未満の漁船（カヌー等）が増加しているが、この中には遊漁船も含まれ

ているため専業,船だけの比較ではこの数字をかなり下回ると,思われる。

(3)漁業種類

八丈島で行われる漁業種類別の漁獲対象魚と漁期を表６に、また主要漁場を図５に示した。

本地域の漁業は、各種トビウオ類を対象とする流刺網漁業、カツオ・マグロ類を対象とする曳

縄漁業、クサヤモロを対象とする棒受網漁業、底魚類を対象とする一本釣漁業、磯魚を対象とす

る刺網漁業、フクトコプン・テングサ等を対象とする採貝・採藻漁業と多岐にわたり行われてい

るが、春トビ流刺網、ムロ棒受網、底魚一本釣、曳縄の４大漁業が八丈島を代表する漁業であり、

この４大漁業の水揚げが八丈島の全水揚量の約９０冊を占めている。

八丈島では一般に１０～１９トンクラスの漁船を大船、１０トン未満クラスの漁船を小船と呼

んでおり、大船は冬から春にかけてトビウオ流刺網漁業に、頁から秋にかけてムロ棒受網漁業に

従事するの力x一般的操業形態で、小船は冬から春にかけた曳縄漁業に、初夏から秋にかけて底釣

漁業に従事する事例が多い。

トビウオ漁業はハマトピウオを対象とする春トビ流刺網漁業と、夏季にホントピ・アヤトピウ

オを対象とする夏トビ旋刺網漁業に分けられ、春トビ漁業は２～５月に、夏トビ漁業は６～９月

に行われろ。

春トビ漁場は、南方から徐々に北上するため漁期始めは鳥島で操業が行われるが、漁場が遠い

うえ天候が不安定なことから、主に１９トンクラスの漁船が操業する。漁期が進むにつれて、ス

ミス・ベヨネーズ・青ヶ島へと漁場が北上し、主群が八丈島に至る３～４月頃には約３０隻の春

トビ操業船の全船が操業する。操業は日没から日の出まで流刺網により行われる。

夏トビ漁業は、現在八丈島周辺でのみ行われており、魚群の青ヶ島以南海域における来遊状況

は不明である。日中旋刺網により行われており、現在は５隻前後の操業船があるが漁獲成績も悪

くないことから、操業船は漸次増加傾向にある。

底魚一本釣漁業は、北は黒瀬・新黒瀬から南は小笠原、松生場とその行動範囲は広い。南方海

域に出漁する船は、１航海当り１週間から１０日間の日程で、また八丈島周辺で操業する船は日

帰りで操業する。漁具は、大きく分けて船上で手釣で行う底魚一本釣と漁具を流して行うたる流

し（現在では自主規制が行われている）の２通りあるが、海況・対象魚種により使用漁具を使い

分けでいる。

曳縄漁業は底釣漁業と同》様その行動範囲は広いが、主として八丈島周辺で操業する。漁具は、
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ヒラマサ、カンパチ等は中層曳きで、カツオ、シイラ等は通称「パクダン、ヒコーキ」と呼ばれ

る魚具を使用した表層曳きで、また、マグロ類は通称「ジャンボ」と呼ばれる漁具を使用した表

層曳きでそれぞれ操業される。

採藻・採貝漁業は、八丈島周辺で潜水器を使用する他、素潜りでも行われる。対象はフクトコ

プン・ギンタカハマ・テングサ等であるが、毎年初漁期は多人数で操業されるが漁獲量は徐々に

減少し、漁期なかばを過ぎないうちほとんど操業されなくなる。

磯刺網は、小船が八丈島周辺の沿岸域で刺網を利用して操業しているが業者は少ない。

表６漁業別漁期

月月

主要対象魚主要対象魚漁業漁業 １２３４５６７８９１０１１１２

網
網
網
釣
縄
貝

刺
刺
受

流
旗
オ
オ
棒

ウ
ウ
ジ

ピ
ピ
ア

ト
ト
ロ

春
夏
ム
底
曳
採

ハマトピウオ

アヤトピウオ・ホントピ

クサヤモロ

ハマヲrイ・アオダイ・ムツ

カツオ・マグロ類

トコプシ

ギンタカハマ

テングサ

磯魚

採藻

磯刺網
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(4)漁獲量

昭和５０～５５年の島別漁獲量・

水場金額を図６，７に、また魚種別

漁獲量・水場金額を表７に示した。

昭和５５年をみると、八丈島にお

ける漁獲量は２，７３４トン、金額にし

て１６億円で、伊豆諸島全体の水揚

げのうち漁獲量で２７筋、水場金額

で３５妬と八丈島漁業の占める割合

が大きいことが伺える。八丈島の昭

和５５年の総漁獲量及び総水場金額

Ｒ５ｓ昭和５０年と比較すると、漁獲量

で約１．４倍、水場金額で約１．５倍の

伸びとなっており、漁獲量に比べ水

場金額の方が伸びている。

また、離島地区及び三宅島でも八

丈島と同様に漁獲量に対し、水場金

額の方が伸びているものの、大島地

区では漁獲量に対し水場金額の伸び

方が下回っている。これは、八丈島

離島・三宅島の各地区では、トビウ

オ・カツオ・マグロ類、底魚類等比

較的単価の高い魚類が多獲されてい

ることと、これらの取引き価格が上

昇していることが影響しているが、

大島地区では単価の安いサバが多獲

されているためである。

(t）

１１１
1００００

iｌ
5.000

1，０００

55(〃5３５４５０

図６

5２５１

伊豆七島年・島別水揚量

臆）

５０

■
５５（年）

揚金額

１
５３５４

年・島月Ⅲ水

ill
５０５１５２

図７伊豆七島
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表７年・島・魚種別水

Ｊ〔〕厄

Ⅱ ８６８４

３８８０４

９８．８

５６８２ｅ

〕２０３１８

３４７９

５．９３Ｃ

４０６

８５５〔

5.Ｏ５Ｃ

0

D８７３Ｃ

３１０９４

３．６

４４Ｕ_七

、６．２３Ｃ

「１

Ｊ

８５５Ｃ

４８８－０９０

、３４６

】＿

4．４０

４６．７４８

う９

１８

mＵＣ

４８．７９

９１８

－１４－

5０

年

5１

年

5２

年

5３

年

5４

年

5５

年

合

カツオ･マグロ等

２３，２７７

１７，６８８

８６，８４３

８８，８０４

９８，８１３

６６，８２９

９２０，３１８

１８４，７９５

１２，５２５

6，９３０

１３７，５５４

１４２，３３０

１２４，０６２

８５，５６５

２１６，０５０

１５６，０３４

5，３４０

４，３２２

２０８，７３０

２８５，４９１

８１，０９４

８３，６２８

４４９，６７３

３３６，２５７

1，５１６

６７９

２０６，２３０

１７５，１０７

７８，５５０

３５，３２３

４８８，０９０

３０３，４６１

６，６２７

４，４０１

２４６，７４８

２２０，５１２

６９，５２４

４７，４３７

７２４，２７６

５５６，２３２

１３，８７３

１２，３６７

１２０，８２５

１３７，４１９

８３，９５４

５９，３２１

５４８，７９３

４２８，２５３

4，３２３，２８５

３，４３９，１８５

サバ ムロ トビウオ

大島

雛島

三宅島

八丈島

量
額

数
金

〃
〃
〃

５
４
２
３
７
０
２
７

５
７
０
３
７
９
６
６

２
９
２
２
８
５
９
２

９
９
７

９
７

１
４
２
２
１

６
７

７ ３
２
０
０
０
７
０
１

１
６
０
１
７
２
２
５

６
８
１
８
４
３
８
８

Ｚ
０
８
９
ａ
Ｚ
０
ａ

０
４
２
３
８
５

２
３
１

４
７
３
９
１
８
１
１

７
８
７
１
６
９
２
１

７
２
２
６
６
６
２
６

９
９
ｊ
Ｐ
，
？

３
１
９
８
５
１
Ⅱ
Ⅵ

５
１
０
３
５
４

１
７
２

島
島
島
島
島

宅
丈

大
離
三
八

〃
〃
〃
〃

１
８
２
８
９
８
２
２

５
９
４
０
７
４
５
７

３
０
５
７
８
１
５

９
９
Ｐ

８
６
３

１
０

５
１

９

１ ５
７
８
１
１
１
７
７

４
６
４
５
７
０
７
８

６
４
６
４
０
０
８
６

９
？
９
９
９
９
９
９

１
９
７
３
６
４
９
１

１
１
４
１
６
１
５
７

１
８
２

７
６
０
４
６
６
６
５

４
５
６
３
４
５
０
９

０
８
１
０
９
５
４
３

，
９
９
９
９
９
９
Ｂ

０
３
９
８
８
１
０
３

１
４
４
４
４
１
５

１
１
７
２

大島

雛島

三宅島

八丈島

〃
〃
〃
〃

９
７
３
６
１
０
０
０

３
１
９
３
５
３
５
２

酬
那
叩
蛆
皿
２
１

０
２
１

９
１

９

１ ６
５
４
７
９
６
３
１

１
９
１
０
３
５
９
７

１
２
１
５
６
２
０
９

９
９
９
９
９
７
９
ｐ

７
８
２
５
５
６
５
６

１
４
７
５
６
２
８
０

４
１

６
２

８
４
３
９
３
９
８
８

５
４
０
７
４
０
３
４

０
５
５
６
６
６
９
５

９
ｐ
，
９
９
９
９

１
４
０
２
４
９
３
Ⅵ

１
５
６
９
７
８
３

１
１
７
３

大島

雛島

三宅島

八丈島

〃
〃
〃
〃

５
９
６
７
８
３
５
０

１
７
３
９
５
４
６
０

３
７
２
１
８
４
９
１

９
９
９

？

２
８
１
８

０
３

５
２

，

４ １
１
３
６
８
４
０
５

１
４
３
８
３
５
２
６

４
３
１
４
９
６
６
１

Ｐ
？
，
９
９
、
９
ｐ

６
１
２
９
０
２
３
７

３
５
０
１
０
２
５
５

２
３
１
１
２

９

１

１
４
６
６
６
１
４
０

３
２
９
４
０
３
５
１

６
９
９
３
２
９
３
１

９
９
０
，
』
９
９
Ｑ

２
１
１
７
７
９
０
９

１
３
８
１
７
７
１

４
２
９
４

大島

雛島

三宅島

八丈島

〃
〃
〃
〃

８
２
１
１
３
５
０
４

０
２
２
５
９
２
５
４

７
６
２
９
１
１

‘
７

６
２

９
７

１
２

１

５ ７
８
２
６
７
０
３
０

２
５
６
７
７
７
１
４

７
５
９
７
７
７
６
６

９
９
９
Ｊ
９
９
９
９

１
１
９
０
２
３
０
６

５
２
１
６
９
３
６
２

１
２

８
２

５
３
４
６
０
６
０
２

５
０
１
０
１
７
３
７

９
０
１
０
５
８
６
８

９
９
９
９
９
９
９
６

６
３
９
０
５
４
４
８

６
３
０
８
６
６

３
１
２
６
３

大島

雛島

三宅島

八丈島

〃
〃
〃
〃

０
３
３
６
５
７
１
８

０
８
１
４
０
７
３
４

６
１
８
３
０
４
２

？
り
り

９

０
５
３
２

６
１

６
３

９

３ ５
２
１
４
３
４
２
４

４
４
０
６
８
１
９
８

０
５
９
４
９
９
３
０

９
９
９
９
７
，
？
９

６
０
２
３
７
９
３
０

９
５
９
７
９
２
６
９

２
１

９
２

１
８
７
５
３
８
１
２

２
２
６
２
９
４
８
５

３
０
０
４
９
６
９
３

？
９
９
り
り
９
９
９

８
４
６
２
２
５
３
２

９
４
７
０
６
３

２
１
８
４

〃
１７，５９５，１４８

１，１３Ｚ２０８

7，７２５，７０８

２，００４，８７９

7，２０４，３８８

２，８８９，９５７



揚量および金額

単
段
上
下

切
円

ニィ等
／、￣マ

アオ
藻類 合その他の水産物 計貝類その他の魚類

１，６６６，０５５

３９１，５８３

１，１７５，５９９

６９３，０８０

１，５６１，３２９

４６７，６０８

２，０１９，５５２

１，０８９，９０４

２，０８６，８６８

４７９，４０４

１，０８６，７１３

１，１２７，３７３

１，１０８，４１６

４８７，８１３

２，３０１，３３８

１，１８５，２９７

２，７３３，７８１

５４９，７７２

１，５２３，８７３

１，４９２，０９６

１，６９３，３５７

７２５，４２６

２，４０１，４８２

１，３７１，５９８

５，Ｏ９Ｚ２４８

６３２，１３２

１，９１７，２２９

１，４５４，１００

１，５４２，０５６

６１２０７０

３，０５８，７２１

１，４６２，１５４

５，７３９，６７２

６７６，６３１

１，７７７，８６７

１，５４９，９３３

１，５９９，５０８

６３２，００４

２，６６９，４８７

１，６３７，１４３

４，４１８，４６９

８５７，２５５

１，４３０，８６１

１，５０１，９９４

１，６００，４６４

６５３，９８４

２，７３４，１３９

１，６０１，６９６

５４，９４４，０８１

２３，３３２，０５０

１１，２３８

３９，２２８

３８，９０５

１２３，８６０

２２，１３３

６５，０３３

１，５５３

４，０６７

１１６，９１９

８３，８１７

２４，２７９

１４，９６７

４３，５０４

６０，９０６

１３８，５２６

１１３，２５８

４２３，０８３

５３，６６６

５２４，１５５

９０，８０１

１，１８０，０６０

１５９，７６７

１０６，２５７

７５，７６１

９１，６８２

５４，１３０

３７４，３８６

３１０，２１７

６２，８４６

５９，２２１

２０５，３３６

１８４，５５２

２７，２１４

２５，９３１

３７，４５６

３５，７６９

１１，９６５

１６，２３７

１３７，５５９

１２５，７４２

１９，５５９

１６，４９３

３０，３２３

２９，５８０

９，８４９

１１，３９４

２５１，３０８

２７６，７６０

２６，０３３

２９，１５２

８３，５９９

９３，８１３

３１，１６７

４６，２３３

２２０，３９５

２６３，５３１

２８，４６５

３２，０４１

１９８，４９４

２７３，４１０

１５，９８５

２２，４４３

２２０，８７９

２６０，４９２

２４，９３１

３３，１０２

９４，５９７

１５４，６３８

１３，１１４

２３，２４４

２１３，６７２

２９９，４８７

４９，９６３

４７，２８２

６１，７５８

９２，２６１

３３，２９６

５３，４６２

１５０，７１３

２４６，６８３

１，９９２，２９４

２，５０９，１８０

７３，８８８

５５，３６３

３６，６８５

２５，８８３

２４，２９０

３１，７９０

７３，２３１

７１，８４１

１５２，５３０

１１２，４２６

１０４，５９２

１２８，０２８

６５０，０２５

１９２，０６３

２５，４９８

３２，１６２

１７４，５３０

１１３，６３０

４６６，８４７

４９６，６８８

５９，４５１

６０，３５０

１６３，０７５

１２１，１１５

１３，７９３

４５，１４１

１１０，３６２

２４２，６７１

２４，８４３

５０，９４６

１，３４１

２，２３１

１９，０８３

７１，７１３

１９３，２９２

２８８，０３８

１９，９２２

６０，８５３

１，２４４

２，０６７

５０，８８１

５３，９５１

２９，０６９

１６，４９０

３２，７４４

５５，６６５

７２，００５

７２，７９６

１７１，６８１

１２６，６８２

９６，６６７

９４，１２２

１，１５３，０７８

２５６，５６５

４１，５６７

２８，１８１

１３０，１４７

８７，２９６

５７０，２０６

５９４，３２０

１１１，９１９

１１６，３８７

１４７，４１７

１２４，２２７

４９，８４９

６５，０９７

２２，１２５

１９，５４３

２３，４１１

３７，４５８

４５，７１７

６２，１３０

１４５，６０７

８８，４５７

２１３，５９２

１１１，１９５

９５４，６４７

２０７，７０３

３６，７３８

４０，９９４

１０１，９５８

８６，５８６

４４５，６９３

５４，４，５４９

１２６，６５８

１５３，００７

１５９，２５４

１１７，４６８

１８，４９６

６７，２２８

９５，７３０

２２３，２６７

１５，８０３

５３，１０８

１，１０４

１，２３４

５０，９６０

５６，７１５

１８，２２５

１８，８３６

２３，７７４

４０，６５４

６３，９４５

５２，９０８

２０９，２２２

１５６，４１９

２８２，０８３

１２０，６０１

１，０７８，０５７

２５９，９６３

３１，４６８

３４，９１０

１９，２１６

６４，８１７

１４７，２７７

２８７，０３８

２０，８７３

５１，２９３
２５６

１，０４３

７３，３２６

６３，９９４

３９９，６４０

５５７，４７５

９４，８８６

９０，６４２

１３７，４７７

９７，００７

１０５，４０６

８６，４３７

１９１，９５４

９９，１０９

９５４，９６９

１８１，８０２

５６，８０９

５２，６４４

６５，９８７

８３，１９３

８，２３９

８，２５３

２６，０２３

５０，１７２

２２，４８１

４５，０３８

１６４，９５４

１４５，６４６

５１０，１２１

６４０，９７６

１０５，６５４

１１１，４２９

１２７，２８５

１０４，８６３

５３，３２０

１１２，５７７

２４５，１８３

４０７，７４１

２３，５８７

６１，７５９

４５４

１，７３１

8，８８９，７４５

２，７９０，４５８

1，１０９，７５７

１，１９６，７２４

１，０９９，００８

２，３２８，６８４

5，００４，７４８

５，０３５，７７５

－１５－



(5)漁業関連施設

漁港は、町営第一種漁港か島内５カ所に開設されている他、都営第一種漁港が中ノ郷・洞輪沢

に各１港、また都営第四種漁港は神湊・八重根に各１港開設され、計９カ所の漁港か島内に存在

している（表８）。

また、製氷施設・貯氷施設・船場施設、給油施設が三根漁業協同組合・八丈島漁業協同組合の

両漁業協同組合に設置されている（表９）。

その他、鮮魚運搬用に用いられる発泡スチロール箱を作成する工場がある。これは東京都漁

連が事業実施主体となり、施設の管理・運営を三根漁業協同組合に委託しているもので、延面積

３３０㎡の鉄筋コンクリート平屋造りで、月産能力は１５k,箱で６，６７０箱となっている。

(八丈支庁事業概要より）表８漁港の状況

漁港状況
漁港名及び泊地状況

施設

２３，６００㎡

２８，２８１㎡

１０，１６０㎡

１６，６８７㎡

１４，７００㎡

壁
壁
場
場
揚
揚

岸
岸
物
物

神湊港

八重根港

中ノ郷

洞輪沢

５港

７５４．０ｍ

３８２．０ｍ

９２．０ｍ

１９７．５ｍ

都営第四種

都営第一種

町営第一種

(八丈支庁事業概要より）表９漁業関連施設

漁協 八丈島漁協
（中ノ郷支所）

八丈島漁協
（末吉支所）

八丈島漁協根漁協
施設

wjjTLIl.:ハ
製氷施設（日産）

凍結施設（日産）

冷蔵施設

貯氷施設

重油タンク

軽油タンク

船場施設

２３

７

２０ｋl×１

２３

７

２０ｋ]×１

50ＨＰ×1,35ＨＰ×１50ＨＰ×1,30ＨＰ×１

－１６－



（６）水産加工経営体

’八丈島における加工業者は３２経営体である。内訳はねり製品を作成しているＩ経営体を除き

他はクサヤカロエ業である。

ねり製品は、チクワ・カマポコ等か主体で製品の日産量は約250k9である。原料は当初、八丈

島周辺で漁獲されるムロアジとトビウオ類を使用していたが、単価が高いため現在では原料の

８０筋を島外工D購入している。

クサヤカロエ業者は、クサヤの他わずかではあるがくん製も生産しているが、これらについては

後述する。

3）八丈島におけるムロ棒受網漁業

（１）ムロアジの種類と生態

日本近海で漁獲されるムロアジ類は、マルアジ・クサヤモロ・モロ・オアカムロ等６種類が知

られているが、伊豆諸島で漁獲される種類はモロとクサヤモロが主体を占めている。

また、伊豆諸島においても島によって漁獲割合は異なり、大島では９割程度がモロで占められ、

残り１割がクサヤモロである。三宅島では７～８割程度がクサヤモロで、残り２～３割がモロで

ある。八丈島においては、ほとんどがクサヤモロで稀にオアカムロ等も漁獲されるが、その量は

クサヤモロの１９６にも満たない。従って、ここではクサヤモロの生態について得られている知見

を述べる。

クサヤモロは、伊豆諸島で主にアオムロ、静岡県でシロムロと呼ばれ暖流の影響が強く及ぶ島

や礁周辺に生息し、分布域は伊豆諸島、小笠原諸島からフィリッピンにまで及ぶ。伊豆諸島近海

においては、黒潮の影響が強い三宅島、御蔵島、八丈島、青ヶ島の沿岸が主な生息域となってい

るが、沖合での分布等については詳細な調査がほとんどなされていないため不明な点が多い（図

８）。

成長はかなり早いことが調査の結果確認されており、７月初旬に平均尾又長２０cm、平均体重

１００９前後のものが、９月には２３cm、１６０９，１１月には２５～２６cm、２５０９まで達し、僅

か４カ月間に尾又長で５～６cm、体重では２倍以上に成長する。

産卵期については、成熟の進んだ個体を継続して入手することが出来たいため雀だ明確ではな

いが、過去の記録によると、８月に熟卵及び精液が搾出された個体が確認されており、クサヤモ

ロの産卵期は夏季と推測される。

食性については、漁獲されるクサヤモロがコマセを飽食していることが多いため判別が難しい

が、胄中より仔魚（シラス）、プランクトン類が確認されている。

その他の生態として、走行性が確認されているが詳細は明らかではない。

また漁期は、通常７～１２月に至る約６カ月間であるが、１～４月にも棒受網や、トビウオ流刺
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網で漁獲されることがある。

(2)漁具・漁法

八丈島周辺におけるクサヤモロ

漁業は、古くは１，７００年代に行

われていたとする記録があるもの

の、漁法等については定かでない。

クサヤモロを本格的に漁獲する

漁具・漁法として最初に用いられ

たものは建網（建切網）で、これ

は明治１３年、三根地区が本士よ

り導入し始められたものである。

その後、この漁法は盛んに行われ

た模様で、明治末期には末吉地区

にも普及している。操業は部落を

挙げて行われていたが、大正から

昭和の初め頃にかけ新漁法として

棒受網漁法が導入されてからは、

１０～２０人程度の少人数組織で

活動する主うになってきた。棒受

網漁業はこのように少人数ででき

るため協業化しやすいうえ、漁具

の取扱いが容易である等の理由に

より普及し、建網に代る漁法とし

て定着した。この棒受網導入当時

は、動力船が少なく手漕ぎ船によ

り操業されていたが、その後電気

着火・焼玉エンジンヘと動力源が
図８クサヤモロの漁場

変り、操業時間の延長・操業海域の拡大、操業日数の増加がみられた。

棒受網の漁具・漁法の改良としては、昭和４０年代前半に沈子方巻揚機か導入・装備され、更

に４０年代中頃にはスラスターが、また後半には魚群探知機が導入・装備され、棒受網漁業は様

相を一変し省力化が図られるようになってきた。しかし、沈子方巻揚機は労力の削減に大きく役

立ったものの、作動させる際巻揚音が大きく、その騒音で魚か逃げる等デメリットも少なく左か
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ったようである。スラスターについても水中音が大きく、魚群が沈下する等巻揚機同様問題も多

かったようである。最近ではこれらも改良され、騒音も当初より小さくなりそれほど問題は多く

ないようである。このように副魚具には種々改良がみられたが、棒受網自体の改良は昭和４０年

代に漁船の大型化にともなって沈子方・浮子方の長さが２倍になった程度のものである。

以上の主うに漁具・漁法には種々の改良が加えられ、現在使用されている漁具の構成は図１０，

１１のとおりである。

棒受網漁具は、サンマ等の棒受網と比較すると漁船の大きさに比べて網の規模が大きく、網の

形状も敷網した場合みの状となるよう仕立てられている。網は魚取部・中網・前網の３部から成

り、魚取部と中網の外部が浮子方、前網部の外郭部が沈子方となる。沈子方には環がつけてあり、

これに環鋼を両側から通し前網部の中央から網を船内に取り入れる構造となっている。

漁法としては、島周辺を魚群探知機を作動させながら魚群を探索し、発見と同時に船を停止き

せ右舷に撒餌を散布する。これによりムロの餌付の良否を確認し、餌付が悪く魚群が浮上したい

場合は次の魚群発見に努める。

餌付が良好の場合は、継続し

て撒餌を散布し魚群を浮上さ

せる。この際、船はスパンカ

ーと操舵により風を船首部か

ら受ける主うに操船する。魚

群が浮上したのを確認次第左

舷側に投網すると、同時に撒

餌を左舷側に散布し、魚群を

網上へ誘導する。さらに、スラ

ラスターにより船を右回転き

せ魚群が網上に来たら素早く

巻き上げ漁獲する。この作業
図９ムロ棒受網操業図

を早朝から漁獲制限量に達する注で繰返す。
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魚具材料及び構造

魚取部Ａナイロン２１０，／４号３０ｍｍ（１１節）目100掛（１間は１．５ｍとする）

中網Ｂナイロン２１０，／２号３０ｍｍ（１１節）目100掛長さ３６ｍ（２４間）切２反

中網Ｃナイロン２１０，／２号３０ｍｍ（１１節）目100掛長さ30.5ｍ（２０間）切２反

中網Ｄナイロン２１０，／３号３０ｍｍ（１１節）目100掛長さ28.5ｍ（１９間）切２反

前網Ｅナイロン２１０，／３号３０ｍｍ（１１節）目100掛

縁縄クレモナまたは混合ロープ左右撚２本合わせ（船に｣負っては３本合わせも有）

曳網ワイヤーロープ’６ｍｍ２３ｍ（１５間）×４本

重鍾鉛２３k,

向竹根本妙１５ｃｍ長さ１１ｍ×１本

突竹根本妙１２ｃｍ長さ１２ｍ×１本

餌科コマセ（イワシ摺身、人工配合餌料）

漁船５～１９トン乗員６～９人

図１０．ムロ棒受網漁具の構成（東京都水産ハンドブックより）

(3)漁獲量

八丈島における年別・月別クサヤモロ漁獲量を図１１に示した。
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その年によって海況変化等の影響で豊凶の波はあるものの、漁獲量は総体的に上昇傾向にある。

しかも後述するように、近年（昭和５１年以降）漁獲量が加工能力を上回るため漁獲制限を実施

していることを考え併せると、資源的にはまだ余裕があり、今後需要が増大すれば漁獲量も増加

すると考えられる。

,IIJ
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３０３】３２３３３１，１５３６３７３８３９４０４１４２４３４４４５４６４７４８４９５０５１５２５３５４５５

図１１．八丈島における年別・月別クサヤモロ漁獲量（南方海域は青ヶ島）
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クサヤモロの利用状況と出荷方法

利用状況

昭和５５年及び５６年に八丈島に水揚げされたクサヤモロの利用状況を図１２に示した。

用途としてクサヤ原料、マグロ延縄用餌、底釣用餌、鮮魚の４通りに分けられるが、９割以上

が地元及び他地区（大島・新島）でのクサヤ原料に供される。クサヤ原料としての島外出荷量は

その年の漁獲量に左右され、例えばクサヤモロが多獲された昭和５５年は４０９６であったのに対

し、漁獲量の少なかった昭和５６年は２６筋であった。

近年クサヤモロはマグロ延縄用餌として注目を浴びているが、出荷先は静岡県のみで出荷量は

八丈島におけるクサヤモロ全漁獲量の５筋前後（３０～４０トン）である。鮮魚としての消費量

が予想外に少ないのは、クサヤモロの鮮度低下が著しく早いためで、刺身・たたき等の鮮魚で梢

4）

（１）

費される量は島内・島外併せても１～296前後である。

マグロ餌

その他３．６９６

ﾏｸﾞﾛ餌6リ 昭和５６年
総漁獲童
６２４トン

昭和５６年
総漁獲童
６２４トン

ロ

島外クサヤ原料

２６．３妬

料

島内クサヤ原料

６４．１笏

図１２八丈島産クサヤモロ利用状況

(2)出荷方法

島内でクサヤの原料又は鮮魚として消費される場合は、各漁船から水場され次第セリにかけら

れ、加工業者及び鮮魚販売業者に引き取られる。他島へクサヤ原料として出荷される場合は、水
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揚後水氷の樽に詰められ運搬船で送られるが、運搬船が間に合わない場合は冷蔵庫へ保管される

ため、鮮度が低下することもある。

運搬船としては貨物船数隻と、東海汽船所属「すとれちあ九」が利用されている。輸送の手段

としては船以外に飛行機もあるが輸送料が高く、また、数量的にも制限され、さらに羽田から先

の運搬にも問題があることから輸送は現在運搬船（貨客船及び貨物船）のみが使用されている。

なお、「すとれちあ丸」は八丈島と三宅島のみの寄港であるため、大島・新島へ運ばれるクサ

ヤ原料魚は全て、運搬船により輸送される。

マグロ延縄用釣として出荷される場合は、水揚後直ちに魚体サイズ別にダンポール箱に詰めら

れ、急速冷凍し要求量に達したのち貨物船または「すとれちあ九」に主b静岡県まで運ばれる。

(3)クサヤカロエの歴史と現状

ａクサヤカロエの歴史

八丈島のクサヤは、クサヤモロのクサヤとトビウオのクサヤの２種類があり、前者は夏から

冬にかけて、後者は冬から春にかけて作られるが、これはその季節に漁獲される対象魚を加工

するためである。

八丈島のクサヤの歴史は他島に比べ比較的新しい｡八丈島では昔から水田耕作が主来たこと、ま

た献上用年貢として絹織物（黄八丈）が主力であったため、海産資源は豊富だったにもかかわ

らず、手が回わらなかったことによるものと,思われる。前述したように、明治初期にはクサヤ

モロが多獲されるようにだったが、当初は加工技術も確立されておらず、鮮魚で利用されてい

た模様である。その後、新島等から八丈島に移住する人がおり、その中にクサヤ液を持参した

者がいて、自家用に少量のクサヤを製造したのが八丈島のクサヤの始まりとされている。明治

中期以降、クサヤの加工量も徐々に増加していったが、クサヤ液に限りがあったため少しずつ

味が薄くなり、現在の八丈島クサヤの特徴とされる薄味クサヤが出来上るに至った主うである。

現在のクサヤの製造は、原料の背（トビウオ）又は腹開き（ムロアジ類）から初まり、水洗

い→水切り→クサヤ液（浸漬）→水洗い→乾燥→製品整形処理の工程からなる。

乾燥は当初天日に頼っていたため、製品の良否、加工量等はかなり天候に左右されてい

た。しかし昭和４５年頃から乾燥機が導入され始め、現在全業者に普及している。導入当初は

熱風による乾燥機であったが、製品の出来上がりがあまり良くないということで、今では冷風

乾燥機が主体となっている。

ｂクサヤカロエ経営体の動向

加工経営体は、八丈島における５地区（三根・大賀郷・樫立・中ノ郷・末吉）のうち３地区

（三根・大賀郷・中ノ郷）にあり、昭和５７年現在計３１が稼動している。

地区別に経営体数をみると、中ノ郷２、大賀郷３、三根２６で三根地区が八丈島におけるク
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サヤカロエ業の中心地となっている。これは三根地区のムロ棒受網漁業が最とも盛んで棒受網漁

船も多く、水揚量が多いからである。

表１０からわかるように徐々にではあるが経営体が増加しており、この傾向は他島にみられ

ず新島・大島においては後継者不足のためむしろ減少傾向にある。また新島においては大規模

経営体は比較的後継者にも恵まれ、売り上げを伸ばす傾向にあるものの、小規模経営体は大規

模経営体の影響を大きく受けて後継者の育成が阻まれ操業中止に至るケースもみられる。

これに対して八丈島では昭和４５年以降概ね１～２年に１経営体程度の割合で加工経営体が

増加しており、さらに既存経営体も規模を縮少する傾向はみられない。ただし、開設当初より

経営規模が零細は経営体が多く、加工経営体の半数以上は副業をもっている。これは、専業を

目的として加工場を開設したものではなく、片手間的操業を考えて開設した人が多かったこと

によると思われる。そのため昭和５４年でみると、２９経営体の加工業者のうち年間加工量

１０トン未満の経営体が１３，２０トン未満が１１，２０トン以上が５と加工量にかなりの開

きがあり、１０トン未満の経営体の占める割合が大きく、この中には年間加工量が１トンにさ

え満たない経営体もある。

表lｏ八丈島における年別加工経営体の動向

昭和年

経営体数

4４４５４６４７４８４９５０５１５２５３５４５５

２１２２不明不明２４２５２５２６２７２９２９３１

ｃクサヤ生産量

クサヤ生産量年間の製品重量を把握できないため、以後すべて原料魚の重量で示す。歩止

は約７０９６とした。過去１１年間（昭和４５～５５年）の平均で２９０トン、最近５年間の平

均では３４０トンとなっており、近年加工量は増加傾向にある。しかし、この加工量は地元で

漁獲されるクサヤモロの漁獲量に大きく左右される。例えば、昭和５０年の漁獲量３００トン

時の加工量は２６０トンで約８０妬、また５３年の漁獲量１，１００トン時の加工量は６００ト

ンと一定していたい（表１１、図１３）。
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表１１ムロアジ総漁獲量と加工量の動向

クサヤモロ島内加工量(K,）

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５

年
日
一
木
召８

クサヤモロ総漁獲量(k,） 加工料㈱
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5）クサヤモロ有効利用上の問題と解決の方策

島内でクサヤ原料として販売されるクサヤモロは、加工業者の入札により単価が決められる。こ

のため、大量に漁獲した場合には安く買い叩かれることがしばしばあり、これに対抗する手段とし

て漁業者が打ち出したのが漁獲制限である。この制限は昭和５１年から実施され、当日と翌日の島

内加工可能量及び島外出荷可能量を勘案して、漁協が１隻当りの漁獲量を算出して各操業船に割り

当てろ。割当量は船の大きさ等に関係を〈一律で、各船とも割当量を漁獲すると帰港する。もし、

漁獲制限量を超えて漁獲した漁船があっても、漁獲制限の徹底のため漁協では超過分については一

切取扱わず、また加

工業者と直接取引す表１２クサヤモロ漁獲規制量（上段：最高、下段：最底）

ることも禁じられて 単位：Ｋ,

いる。そこで漁業者

は漁獲制限枠一杯の

量を漁獲すると、例

えそれが１時間の操

業であっても、また、

まだ漁獲できると解

っていても操業を中

止して直ちに帰港-す

る。

昭和５１年から

５７年における各月

別の最高・最低漁獲

制限量を表１２に示

した。

ＤＯＣ

DＯＣ

他漁業にあっては底釣・曳縄・トビ流刺網いずれをとっても漁獲制限ということで漁獲量を制限

される漁業は見当らない。これは多獲されても内地出荷が主体で処理が可能であり、換言すれば需

要があるためで、無論多獲されることにより取引価格は低下するものの、低下しても量で補うこと

が可能で、これらの漁業は漁獲制限を行うことは低下するものの、低下しても量で補うことが可能

で、これらの漁業は漁獲制限を行うことはない。クサヤモロにおいては、利用状況の項でも述べた

ようにクサヤ原料、マグロ餌での需要があるものの、その他の利用方法がほとんど無いため、どう

しても加工業者の加工可能量に見合った漁獲量に止まっている。漁業者側としては、この漁獲制限

のため一定収入以上を得ることか不可能である。そこで、現状打開の方策として下記事項について
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検討した。

(1)クサヤ原料販路の拡大

利用状況の項でも述べたとおり、現在八丈島で漁獲されるクサヤモロのうち加工原料に回わさ

れるのは約９０筋で、このうち６０～７０％が地元加工業者により力Ⅱされ、残り３０～４ｏｚ

が大島・新島へ出荷されている。数量としては、昭和５５年が８４８トンの漁獲量のうち４３４

トンが地元で加工され、３４１トンが他島へ出荷された。また５６年は、６２４トンの漁獲量の

うち４００トンが地元で加工され、１６４トンが他島へ出荷されている。他島出荷分についてみ

ると、５５年は大島が１５３トン、新島１８８トンとほぼ同量であるが、５６年は大島５１トン、

新島１１３トンであった。

大島では、原料は個人又はグループ買いされ、製品販売もすべて個人売りのため大島での年間

総生産量はオ:明である。

新島では加工組合があり、原料を組合で購入して業者に配付しているためクサヤ総生産量が把

握されている。これに主ろと、昭和５５年におけるムロアジ類のクサヤ総生産量は、５９４トン

で、このうちモロ７７トン、クサヤモロ５１７トンとなっている。また、新島におけるクサヤモ

ロ原料魚の入荷先をみると、昭和５５年では八丈島産２５５トン、小笠原産６２トン、新島・神

津島・三宅島産８２トン、九州産２７５トンで、八丈島産原料魚の占める割合は大きく、５６年

では、八丈島産１１４トン、新島・神津島・三宅島産１８９トン、九州産２１４トンで、八丈島

産クサヤモロは前年に比べ６０％減少、九州はほぼ安定、新島・神津島・三宅島産は１６０筋の

増とたっている。これらについて、九州産原料魚は欲しい時期に欲しい量だけ購入できるという

点から、毎年一定量を安定して購入しているものと思われる。八丈島産クサヤモロは、地元加工

業者に優先配付し、残量を他島へ出荷するため漁獲が減少した昭和５６年は新島がその影響を受

け、供給が減少したためと思われる。一方、新島・神津島・三宅島産原料魚は八丈島産原料魚減

少の穴埋めとして供給され、供給量も大きく増加したと考えられる。

クサヤモロ取引価格をみてみると表１３のとおりである。

八丈島内で加工消費されたクサヤモロの年別平均単価は、比較的漁獲量の少なかった昭和５２

年はk,当り３０２円とかなり高かったが、多獲された５３．５４年はそれぞれ２２６円、２６３

円で取引された。これと他島出荷価格とを比較すると、５２年は八丈島内の取引き価格の方が高

く、５３．５４年は逆に八丈島内の取引き価格の方が安くなっている。また、他島出荷価格と新

島で買い入れた九州産クサヤモロの平均単価を比較してみると、１割前後九州産の原料単価が安

いことがわかる。

八丈島での加工原料魚は、ほとんど地元で漁獲されたものを利用する。他地域（九州地方）の

原料魚は、長期間地元の水揚げがたい場合や、また単価が極端に高騰した場合等の他はまず使用
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表１３年別クサヤモロ平均単価（円/k,）

単価
九州産ムロ八丈島内 他島出荷

年

昭和５２年

５３

５４

２９０

２３２

２８５

２２３～３０１

２０６～２３５

２３０～２４８

３０２

２２６

２６３

することがない。当日漁獲された原料魚をその日の内に加工すれば、高品質のクサヤができるから

で、このため他の原料魚が安くても、余程のことがない限り地元の原料魚を主体に使用している。

新島においては、毎年クサヤ原料魚の４割が九州産であり、残り６割が伊豆諸島産である。これ

は、八丈島と同様に多少単価が高くても伊豆諸島産が多くなっている。鮮度が良い原料魚を使用し、

良好な製品を作りたいという理由に主るものである。

今後、クサヤ原料としてその販路を伸ばそうとするならば、八丈島内では製品の販路拡大がなさ

れたければ原料魚の需要増加は期待できたいが、他島出荷に主bその消費を伸ばそうとするならば、

新島を例にとると、九州産原料魚から八丈島産原料魚へ転換させるだけで、新島加工原料魚の４ｏ

ｚ、２００トン以上の消費が可能となり、更に大鳥市場をも確保できればかなりの有効利用が図ら

れることになる。なお、この場合最大の懸案としては、継続的に－定量の供給が確保されることで

あり、その対策を考える必要がある。例えば、他島の加工業者が「原料は冷凍魚でも良い」と言っ

ていることを考えれば、冷凍保存場所を確保することにエリ漁獲制限を廃止し、冷凍したクサヤモ

ロを需要に合わせて価格調整したから供給していく方法も考えられる。

(2)クサヤ製品販路の拡大

クサヤカロエ原料としてのクサヤモロの八丈島内消費量は、昭和５５年４３４トン（総漁獲量の

５１．２冊）、昭和５６年は４００トン（総漁獲量の６４％）で１経営体当りの平均加工量は、５５

年は１４トン・５６年は１３トンである。ムロ漁期は６カ月間で、月間平均出漁日数は１２日であ

ることから加工日数も出漁日数と同じと考えた場合、１経営体１日当りの加工量はおよそ１８８k,

となり極めて少ない。閏取調査によると、島内加工業者１日１経営体当りの加工可能量は約７００

ｋ,ということからすると、５５～５６年の加工稼動率はわずかに２７冊に過ぎたい。

一方、新島地区の昭和５６年のクサヤモロ加工量は５１７トンで、１経営体当りにすると約２０

トンと、同年の八丈島業者より５０冊前後多くなっている。更に１日１経営体当りの加工量につい

て比較すると新島は３３３K,で八丈島の１．５倍の加工量となる。新島での１日当りの加工可能量は

７００k,ということから４８妬の加工稼動率となるが、実際に稼動している業者は２０経営体程度

ということからすると、１経営体当りの稼動率は更に高くなる。
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八丈島での稼動率の低い原因は、クサヤ製品の販路が狭いことが大きく影響している。現在、

販路は３通りで、販売量の多い順に掲げると固定客対象の通信販売、観光客相手の士産品として

の販売、島内住民相手の直販の３販路である。

八丈島では製品をストックして販売するということはあまりせず、個人で冷凍庫を持たず、雀

た現存するストックポイントを利用する業者も少ないため、需要に見合う供給量しか製造してい

ない。

新島地区における加工量が多い理由は、築地市場に出荷していることが第一に挙げられる。現

在、総加工量の７０妬を市場出荷し販売を委託しており、残りの３０％のうち２０冊を島内土産

販売に、１０９６を通信販売に回している。同地区では製品の冷凍ストック法が導入・実施されて

いるために、多量に製品を作って保存し、築地や個定客からの需要に合わせる販売を行っており、

この方法も市場側からすると販売域の拡大や販売量を増やす有効な手段となっている。一方、最

近では都内デパート・マーケソト等へも共同出荷するなど更にその販売域を拡大しつつある。

今後クサヤ販売量の拡大を図ろうとするならば、まず観光客にクサヤの味を覚えさせることか

らはじめ、更にデパート・マーケット・鉄道販売店等を対象として、イメージを定着させるため

の均一製品の安定出荷、未開発地（例えば東北・北海道地区）ヘの進出、または直販店を各地に

設置し、八丈島産クサヤのイメージを定着させる他、積極的なＰＲを行い名前を広めることや、

更に、現在新島クサヤのみ扱っている築地市場に対し、八丈島産クサヤを売り込んでいく必要が

ある。いずれにせ工、クサヤ製品の販売地域の拡大は長期的な展望を立てて実行してゆかねばな

らない。

(3)鮮魚としての需要の拡大

八丈島で漁獲されるクサヤモロのうち鮮魚として消費されるものには、島内で消費される普通

サイズのムロ（,トムロ）と島外（築地）ヘ出荷される大型ムロ（ポームロ）の２種類があるが、

その出荷量は双方併せても総漁獲量のわずか３拓忙過ぎたい。

島内における鮮魚消費は主に刺身・たたき・塩焼き・フライ・煮物で利用され、東京出荷分に

ついては主l/亡刺身・たたき等で消費される。

島内で消費される普通サイズのムロはk,当り４尾であることから、昭和５５年に島内で鮮魚消

費されたムロアジの尾数はお主そ６４，０００尾、これを幼児から老人までの島内在住人口約10,000

人で割ると、年間１人当りのムロ消費量は６．４尾である。漁期間が約６カ月間であることから、

１カ月１人１尾の消費でかたり少ない消費量である。

築地市場への出荷ムロに普通サイズのものが含まれないのは、撒餌の飽食により腹切れが起き

易く、更には鮮度低下が早いためで、築地市場ではその取扱いを敬遠している。しかし大型ムロ

は、鮮度低下が普通サイズのムロほど早くなく、また腹切れも少ないので問題はなく取引きされ
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ている。

今後、鮮魚としてその有効利用を図ろうとするなら悩まず島内消費については鮮魚販売業者

を相手にするだけではその伸びは望めないため、積極的に民宿への販売等について考えていく必

要がある。年間来島者はお主そ２０万人であり、このうち夏季～秋季のムロ漁期間に来島する観

光客を約２/３とした場合、この時期の来島者は約１５万人となり、この１５万人の観光客に民宿

を通して１人１尾のムロを食べさせたとするとお主そ１５万尾、量にして３７．５トンの消費が可

能となる。更にどのような方法であっても、来島者１人に１尾士産として特たせた場合は２倍の

７５トンの消費が可能となり、今後民宿等の宿泊客を対象とした販路を検討してゆく必要が大い

にある。

さた、内地への出荷量を伸ばすためにはまずムロアジの鮮度低下状況を調査し、他魚種と比較

検討する必要がある。その結果を見定めたうえ鮮度低下状況に合わせた出荷方法を考えることに

エリ、本土における消費への途も開けると考えられる。

(4)マグロ漁業釣餌の出荷

現在、マグロ釣餌としての出荷先は静岡県のみである。静岡県に出荷されるようになった経緯

は、当初同県では地元で水揚げされるムロアジ及び九州地方で漁獲されるムロアジをマグロ釣餌

に供していたが、数年前地元ムロ漁業及び九州地方のムロ漁業が不振で漁獲量が減少し、マグロ

釣餌としての需要と供給のバランスが崩れた。そこへ、都漁連から静岡県漁連へ「八丈島でもム

ロアジを漁獲しているが、漁獲制限を敷く程販路に困っているので供給してもらってはどうか」

と話を持ち込み、都漁連が仲立ちして八丈島から静岡へクサヤモロが供給されるようになった。

当初は冷凍方法・箱詰め方法・サイズ分け方法等不備を,点が多かったが、静岡繧県漁連と静岡県

の民間業者の指導により現在の主うな規格化された冷凍出荷方法を会得するに至っている。この

ような経緯があるため、他県にもマグロ釣餌としての需要があるものと思われるが、今なお静岡

のみにクサヤモロを出荷して

いる状況である。 表１４マグロ餌用クサヤモロ取引価格（昭和５６年）

価格は当初九州産のものと

ほぼ同額であったが、その後

冷凍技術・出荷方法等が確立

され、さらに販売ルートの限

定ということから他地区主D

高額で取引きされるようにた

っている。なお、価格につい

ては毎年貢入業者・静岡県漁

単価

１２k,当り

（’箱）

尾数 単価（円/K,）

２８０

２８０

２７０

２５０

２３０

２６０

２２０

７０～９２

９３～１０４

６０～６９

４８～５９

４０～４７

１０５～１１０

１１１～１２０
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連・都漁連・三根漁協の４者が漁期前に会合をもち、その年の好・不漁を問わず漁期前に決定さ

れたサイズ別価格をもって取引きれている。

昭和５６年の取引き価格は表１４のとおりである。

このうち静岡県で最も需要の多いサイズは４８～６９尾／l2k9のものであるが、このサイズ

に見合う魚体のクサヤモロは時期的に７～９月にしか漁獲されず、それ以前は魚体が小さく以後

は大きくなってしまう。

静岡漁連で扱っているマグロ釣餌用ムロアジは年間お主そ７００トンで、そのうち八丈島産ク

サヤモロが占める割合は３０トンとわずか596に過ぎず、更に静岡県でマグロ釣餌を取扱う全業

者を含めた場合、それに占める割合は数字として表われたい程の微量である。

マグロ漁船の餌の使用状況は、遠洋を主漁場とする大型船はムロ５０～７０９６・他（サバ等）

３０～５０９６、沖合を主漁場とする中型船はムロ２０～３０冊・他（サバ・イワシ等）７０～

８０冊、沿岸を主漁場とする小型船はムロ８０妬・他（イワシ等）２０妬の割合で、ムロヘの依

存度は'｣、型船・大型船・中型船の順となっている。船型にJEb餌の使用状況が異なるのは、操業

効率と餌の単価の関係にあり、例えば針数を多

くして操業する大型船は尾数を把握しやすい魚表１５種類別マグロ餌平均単価

体の揃ったムロと安価なサバを半Arに使用し、

漁場．漁期・漁具数．乗組員数どれを取っても

中途半端な中型船は経費のかからないサバ・イ

ワシ等の餌を中心に使用し、沿岸を操業する省

エネルギータイプの小型船は餌数の把握しやす

い型の揃ったムロを主に使用しているためであ

る。

昭和５６年の餌料種類別マグロ餌単価を表

１５に示した。

通常１航海当り積載餌料は大型船では５０万尾、

下となっている。

i三ir1f
中型船では４０万尾、小型船では２０万尾以

現在使用されているマグロ餌の種類による釣獲差については、研究が進んでおらず不明な点が

多い。ただ最近の傾向としては、静岡県ではムロが最も多く使用されていることは事実で、その

理由は釣獲率が良いためと推察できる。（飽食したムロの腹中の撒餌が海中で徐女に流れ、マグ

ロ誘引に役立っているといわれている）。この他、魚体が揃っているため釣針に餌を付け易く、

さた１航海当りの操業予定回数から何箱のムロを積載すれば良いという計画が立てやすいことや、

八丈島産のクサヤモロは鮮度が良いため損失品が少ないということもその理由に挙げられている。
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このように現時点でも需要が多いため、今後マグロ釣餌として有効利用を図ることは比較的容易

であると考えられるが、現状の問題点としては、漁獲量が不安定な７～９月頃のサイズが好まれ

るため、定量出荷できないことが挙げられる。このため、今後マグロ釣餌として有効利用を図る

ためには冷凍,保存施設を増設し、定量出荷に結び付ける等の対策を考える必要がある。また、静

岡県漁連には大量にマグロ釣餌をストックできる冷凍庫があるため、八丈島では漁獲できるだけ

漁獲し、保存は静岡県漁連に依頼する等の方法についても考える必要がある。

(5)冷凍保存能力

以上述べたエうにクサヤモロ販路拡大のための一つの障害は、島内の冷凍保存能力が少ないこ

とである。現在の急､速冷凍能力は八丈島漁業協同組合で１トン／２４ｈ、三根漁業協同組合で３

トン／２４ｈ、町の施設である物流センターで１０トン／１２ｈである。また、冷凍品保管施設

は八丈島漁業協同組合１６５トン、三根漁業協同組合２２０トン、物流センター１６０トンとな

っているが、漁協における冷凍品保管施設には底釣用餌、ムロ棒受網用撒餌等が、また物流セン

ターには食料品等が保存されており、現実に漁獲されたクサヤモロを保管するとした場合３施設

合わせておよそ５０トン程度が限度といわれている。

今後クサヤモロの冷凍保存量を増加させるためには、保管施設庫内の収納スペースの見直し、

すなわち未利用空間の有効利用を図る必要がある。しかし、これにも限度があり、更に保管量増

加を図るためには保管施設ならびに急胸速冷凍施設の増設・新設についても考える必要がある。

(6)諸経費の検討
表１６ムロアジ棒受網漁業における必要

ムロ棒受網漁業を操業する場最低限の諸経費（千円）

合、どの位経費がかかるかを昭

和５６年９月～１１月は至る３

カ月間、同漁業に従事した１船

について諸経費を調査したのが

表１６である。

ムロ棒受網漁業は１カ月平均

１２日間程度しか出漁できたい

ことから、１日当りの諸経費を

計算すると、最も多くかかる経

費は人件費で８万円、次いで燃

油代、餌料代がそれぞれ約２万

円と、人件費が非常に多い。表

１６主ｂ１カ月当りの諸経費は

項目

減価償却費

油代

餌料代

氷代

労賃（６人分）

組合費

船食費

衣料費

,修繕料

資材費

合計

1ケ月平均値

２１２

２２６

１９３

３７

８９８

８

４９

２０

５５

１６０

１，８５８
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１，８５８千円かかるが、その他、仮に船主が１カ月３０万円の純:益をあげるには、漁獲規制が

５００K,の場合、ムロ単価が３６０円、３００k,の場合は６００円以上でなければ採算がとれな

いことにたる。

◎ １先進地視察結果（新島地区）

1）視察地新島地区新島本村水産加工業協同組合新島本村漁業協同組合

若郷漁業協同組合

視察者長沼広・伊東二三夫

2）漁業の概要

新島は伊豆諸島の中にあって、東経１３９度１５分、北緯３４度２０分、東京から南に

１５７ｋm、伊豆半島の南端から南へ３６kmの大平洋上にある。この地区は、大島とともに昔

から魚類・貝類・海藻類が豊富で、漁業も盛んに行われていた島である。漁業は他地区同様

沿岸漁業が主体で、漁業種類は、底釣漁業・曳縄漁業・イカ釣漁業・トビ流刺網漁業・ムロ

旋網漁業・イセエピ底刺

網漁業・小型定置網漁業
その他2,783

（5,383）

付１

１）

・磯刺i網漁業・採藻・採

貝漁業と、多岐にわたっ

ているが、いずれも盛ん

に行われている。図１６

に漁業>種類別漁獲量を示

した。

このうち昔から行われ

ていた漁業としてムロア

ジ漁業がある。これは新

島が内地に近かったこと

もあり、昔は漁獲魚が大

量に内地へ出荷されてい

たが、現在では特産物と

雰雲
イカ類

１８，２８２
（２０，５９２）

い
つ
ｗ

ムロアジ

３８，２６４

(１２，７０４）

Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｐ
昏

戸転び。

アジ類アジ類

１６，４８４

.（11,679）

藻頬
１６，４８４

(11,6（7９
６０，３７８

(１９，３０９）

類

）

カツオ

３４８

（４６９

たが、現在では特産物と

なっているクサヤカロエ製

品の原料としてほとんど図１６昭和５５年における種類別漁獲量単位ｋｇ
が島内消費されている。 （円）

現在でも、クサヤ製品は新島の代表的名産品となっており、クサヤモロ・モロ･トビウオ

－３３－



の他サンマ・サバ・サメ等のクサヤも作られている。表１７に昭和５６年度の種類別クサヤ生

産量を示した。

表１７昭和56年度種類別クサヤ生産量（新島地区）（新島本村水産加工業協同組合報告書主！））

昭和５６年取扱吉．戸】
ロ

ロロ 名 受取手数量（円）
数量（K,） 金額（円）

クサヤモロ

地元産

三宅島・神津島産

九州産

八丈島産

小計

モロ

地元：産

島外産

九州産

小計

その他

ヘマトピウオ

ナツトビ類

サンマ

サノ、

サメ

８０，５０９

１０８，８４６

１２７ｹ５７６

１１３，８０６

２８，４４５，９６０

３２，７９８，１３０

６９，５９６，２９０

３７，６６０，３６０

１，４２２，１８０

１，２１Ｚ４５５

７４Ｚ５５０

１，４５０，５００

４，８３Ｚ６８５５１Ｚ２５３ １６８，５００，７４０

４６３

１，２００

７４，９９０

１１５，７５０

324,000

２０，８１０，９７７

３，４７２

３，０００

１５６，８５５

１６３，３２７７６，６５３ ２１，２５０，７２７

1２５，９４７（尾）

３１，５９６

１２，６９０

５４０

３，８２９

５２４，９１５

３４，０２０

９６０

１６，３２０

２Ｚ３９Ｚ１４０

3，１３０，７２０

32,000

５４３，７１３

1２５，９４７（尾）

４８，６５５

小 計 ３１，１０３，５７３ ５７６，２１５

1２５，９４７（尾）

１４２，５６１

合 計 ２２０，８５５，０４０ 5，５７７，２２７

3）ムロアジ利用状況と問題点

昭和２２年以前、イサパ組合と称し５３名の組合員に主b加工組合の前身が結成され、同

２４年には２５名の加工業者に主b新島水産加工業協同〉阻合が設立され、現在２６名の加工業

者に主D加工組合が運営されている。
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当地の水産加工業者の抱えている問題点は、大きく分けて後継者対策と、製品販路の拡大の

２，点である。

水産加工業の経営者は、他島同様ほとんどが比較的高令で、１経営⑥体平均１０人程度の主婦

をパートタイマーとして雇っている。加工業者の子供達は、小さい頃から両親の若労を見てお

り、クサヤカロエ業の後継者になろうという者は少なく、多くの者は内地に職を求め上京するた

め後継者不足問題は深刻である。

製品販路の拡大については、八丈島と共通の問題であり、特に近年設備投資を行ってきた割

には売上げは伸びず、販路拡1大対策は急務の課題となっている。このため、新島水産加工業協

同､組合では対策の一つとし、デパートやスーハーマーケヅトヘの共同出荷を行っている。価格

的には通常販売よりかなり安く出荷すれば赤字という状態であるが、新島クサヤのイメージを

定着させるという意味合いから定期的に出荷している。

さらに村としても販路拡大の方法及び販路拡大の可能性について学識経験者へ調査１０）を依

頼するなどの対策を講じている。

◎付２先進地視察結果（鹿児島地区）

１）視察地鹿児島地区,枕崎漁業協同組合鹿児島県水産試験場

視察者伊藤二三夫・皆川ｊ恵

２）漁業の概要

鹿児島県南部に位置する枕崎の漁業は、カツオを対象とする一本釣漁業、アソ・サバを対象

とする大中型旋網漁業、そしてキピナゴ・トビウオを対象とする刺網漁業の３大漁業より成り

立っている。

カツオ漁業は、沿岸域で操業する一本釣と、沖合域で操業する一本釣に分けられ、前者は日

帰り、後者は数週間から数カ月にわたる操業を行っている。

大中型旋網漁業は、沿岸域を操業する小中型旋網と、沖合域を操業する大中型旋網に分けら

れ、前者は日帰り、後者は数週間にわたる操業を行っている。

刺網漁業は、１０トン未満の'｣､型船に主b沿岸域で日帰り操業を行っている。

昭和５５年の枕崎における総水揚量は６７千トン、金額にして１４８億円となっており、全

漁獲量のうちカツオ・サバ・アソ類（含ムロアジ）の３種でお主そ７０～８０妬を占め、残り

２０～３０％がイワシ・キピナゴ等となっている。

漁獲量の傾向をみると、表１８のとおりで、昭和５１年頃までは全体のおよそ５０～６０冊

をカツオが占め、アジ類は２５冊前後、残りをイワシ・キピナゴ等で占めていたが、５５年に

はカツオの占める割合は３９妬と落ち込み、逆にアジ類の占める割合が４５妬と大きくなって
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いる。これは昭和５１年以降、枕崎におけるムロアジ類が近県で本格的にマグロ釣餌として需

要か高まったのを受けて、供給側としてその漁獲に力を入れ始めた結果である。

3）ムロアジ漁業の現況と問題点

枕崎周辺におけるムロアジ類旋網漁業は、主に枕崎周辺と東海沖（東シナ海）に分けられ、

枕崎周辺のものは周年操業され、東海沖のものは９～１２月・２～５月の８カ月間の操業であ

るが、いずれも９月以降に多獲される主うである。表１９に鹿児島地区の月別水揚量を示した。

混獲されるムロアジ類は、全てムロアジとして処理されるが、全漁獲量の７０妬がモロ、１０

筋がクサヤモロ、残り２０妬が他のムロアジ類となっている。しかし漁期により魚種組式か異

なり、モロは４～９月、クサヤモロは１０～翌年３月に多くなるようである。

これらムロアジ類の利用状況をみると、モロは９０冊がマグロ釣餌として凍結･保存され、残

り１０妬は塩干品・加工品に利用されている。クサヤモロその･他のムロアジ類は、一部がマグ

ロ釣餌に、他は鮮魚で出荷されている主うである。

昭和５６年のモロの取引き単価は、漁獲量の少ない６～９月頃及び２月はマグロ釣餌か不足

しがちな時期であることから、比較的高くk,当り２００～２５０円台であるが、盛漁期で東海

物が大量に入荷される１０～１２月頃は１９０円前後に、またクサヤモロが多獲される３～４

月頃は１２０～１６０円台とかたり安値となる。

現在マグロは釣餌としての出荷先は、宮崎・四国・千葉・三崎の４地区であるが、宮１時が

５０９６で残り５０妬を四国・千葉・三崎で占めている。

出荷方法は漁獲されたムロアジ類を急速冷凍により順次凍結し、昼夜を問わず凍結できたも

のから１１トン冷凍車で出荷先へ運搬する。凍結は１５k,箱に１３．５k,のムロアジを収納する。

これは、箱内に余裕を持たせることに主叺餌ムロの傷み~を少なくするためである。

地元漁業者は、殆んど自社で輸送用トラックを所有しており、枕崎壱全漁業者における１１ト

ントラック所有台数は１００台を上回ると言われている。

枕崎漁協における冷凍能力は１８時間当り１５０トン、冷蔵収容能力１０，０００トンであり、

安定出荷に努めている。

当地区の問題点は、マグロ餌の需要が多いが、その需要に追いつかないことである。

ムロアジ類の漁獲量をみると、総L量では年々増加傾向にあるが、１操業当りの漁獲量は年々

減少傾向にあり、漁業者や漁協職員の一部にはムロアジ類の資源が減:少しているのではないか

と将来に不安を抱いている人も少なくたい。
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表１８枕崎市における魚

５５ 年 ５４ 年 ５３

数量（k,）

３３，２８７１６７０

１，６１８，１８２

２６，１１２，９４２

3,692,726

10,782320

３，５７３，７６４

１４３，３２１

５，７８１，１２３

８４，９９２，０３０

数量（K9） 金額（円） 数量（k,） 金額（円）

カツオ

マグロ類

サハ

２６，２３４，２４２

１，６９５，８００

１８，１８９，１０６

１，７４１，８６０

１２，１６０，３３８

４，１３１５０４

６Ｚ１６８

２，７０３，９８６

8，５０４，４７３２０７

６６２，９７４，０５０

１，８２４，２０８，６４０

８１０，１７３，３３９

１，７９６，２７４，２４７

１７２，０４０，９１５

４０，０４３，８２４

９７３，８８７，０３６

アソ

ソ
類
ゴ
他

計

呵
”
叶
の

ム
イ
キ
そ

今ロ

６６，８６１，００４ １４，７８４，０７５，２５８ ７０，３２６，４６５ １１，７１６，０９７１８８８

表１９鹿児島地区におけるムロ

月
４ ５ ７ ８ ９

内訳

数量紬

金額円

数量1Wリ

金額円

数量Ｍ

金額円

弘
年
弱
年
売
年

１３５，６６６．０

１１，０６１，３７５．０

１，２０９．０

１３０，３８９．０

１８８，５０２．０

３０，３６３，４５９．０

４２，７５１．o

z１１３，７７９．０

４，４４６０

７１１，５６９．０

４６，５１９．０

９，０８０，３９２．０

8,062.0

９４９，７３６，０

３，３２０．０

６８８，６３７．０

１２，９８３．０

２，９２Ｚ６５９．０

１２０，６７２．０

２３２９６，６７６．０

５７３，９１６．０

９１，９１８，５２８０

４７０，０８６．７

１１６，３２９，０８８

－３８－



種別水揚量及び水場金額

年

金額（円）

６，３９６，２９８，２０５

５０５，８２９，４４２

１，６３５，６２０，０３１

２，０４５，２５８，５４２

１，３７Ｚ９５４，７４６

１４９，７１１，７６７

６６，６７１，０１３

１，０８８，６７３，４９０

１３，２６６，０１７，２３６

５２ 年 年

金額（円）
、

８，６３７}４０１，８８８

５２４，９４０，０５８

８６１，９３３，９２６

１，１６１，５５２，５９４

６７６，３６２，５７８

２０５，４oz３４６

１１，１４３，３４７

９２１，９１８，４５０

１３，０２５，１９Ｚ７２７

５１

数量（k,） 金額（円） 数量（k,）

３５，３７２，３３２

２，４３６，０８８

１６，６３６，２８１

２０７３，５００

８，３９９，２６２

４，５６６，０４８

６６，６１３

9，８５２，９７１，４０３

７３４，４５１，０９６

１，７６Ｚ２２８，２２３

９５９，４６５，９４９

１，３８２，６８７；７０４

３４５，７５８，５６１

２Ｚ６９３，９９５

１，５５２，８２５，８６７

３７，７８８，７８４

１，９６６，７３９

１０，２４２，１３４

３，３７８，３００

６，０２２，９６１

３，２５４，０８６

２６，９７７

５，４１２，８０６１１，０００，８４５

８０，５５０，９６９ １６，６２３，０８２，７９８ ６８，０９２，７８７

アソ類月年:１hk場景及び水場:金額

１０ 1２１１ 合 計３

１，９１２，７５５．０

２４３，４８９，７９８．０

３６６，６２１．０

５５，５５７，９０１．０

６９１，８６６．５

１３５，９９５，８９３．０

１，０３９，１２８．０

１１６，７３１，６８８

１，２９６，８３０．８

１４Ｚ４６１，３１７

１，４１０，００４．８

２７１，１５９，８８２

７９０，１３４．０

８２，８５５，５６９０

７７３，６９４．８

１０２，９６４，４４５．０

５８２，２６９．１

１２８，８３５．０５７

１，６３３．０

２６６，３１８．０

５４３，２６１．３

６９，８２５，５４０．０

７０，３６０

１３，３７２，２４０．０

４５０，１３０．０

６９，０１２，６５８．０

７１１，１０９２

１３５，９３７，０１８

１３２，８３０．２

２６，９７８，６７０，０

８９４，６５４．０

１２Ｚ６０６，１３２．０

４２７，９３５

９４，３５Ｚ５５９．０

３６１，９９０．６

４５，６３，３，０５６．０

5,892,096.5

771,200,592.0

４，８５９，１９５

７２７１７８６，０９９

4,010,970.0

791,522,584.0
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付３ねり製品に関する講習会

１）日時昭和５７年３月３０日１３時００分～１７時００分

２）場所東ｉ京都水産試験場八丈分場

3）議題八丈島における多獲性魚類のねり製品鋤原料としての利用の可能性

4）講師水産ねり製品技術研究会山本常治

５）助言者東京水産大学橋本周久

６）参加者八丈島漁業協同組合・三根漁業協同組合・八丈町水産加工業協同組合・入丈町役

場・東京都八丈支庁水産係・東京都水産試験場・東京都水産試験場八丈分場

７）講習内容

（１）蒲鉾の歴史

伝説としては、神武皇后が天の岩戸で魚のすり身をすり上げ、鉾先で焼いて食べたのが蒲

鉾の始まりではないかと言われている。古文書の中には、室町時代から頻繁に出はじめてい

るが、それ以前は全く記録されていない。

サッマアゲ・ツケアゲ・テンプラ等油で揚げたものは、南から伝来されたものらしい。ツ

ケアゲとは沖縄の言葉で、中国から沖縄に伝わり次に本土に伝わった屯のではないかと,思わ

れる。

（２）魚の利用

昭和５５年の水産物の全国総生産量１１，１２２千トン（八丈島３，０００トン）のうち、ね

り製品原料に使われる割合は１，９７８千トンで、全体の２割弱程度を占めるのに対しクサヤ

を含む塩干品は５２８千トン全体の１割にも満たない（表２０）。

一方、昭和５５年度のねり製品生産量は９１１千トンで、５１年対比で７８９妬と２割以

上の激しい落込みを示している。なお、塩干品についてみると５５年度の生産量は、２８５

千トンで５１年対比で１２０．４妬と２割強の増加となっている（図１７．１８）。

近年、日本人の塩の取り過ぎが問題にたり、塩離れが目立ってきている感じはするが、資

料の数字だけをみると逆に塩分量の少ない塩干品の方が落込みが大きい。ねり製品について

は、塩離れはみられたい。塩干品は固い物が敬遠され、ソフトをものが好まれる傾向にあり、

カマポコも柔かいもの程好まれてきている。

◎

－４０－



表２０水産物全国利用配分

単位：千トン

昭和年
構成比前年比５５５４５３５２５１

区分

１００．０

３４．８

８．５

４３．４

１７．８

２５．６

１１

４８

３．６

０．２

２．７

3.0

４．３

５．９

１２．９

０．４■｢｢■
総生産量

生鮮向け（冷凍向け）

缶語向け

－般加工向け

練製品向け

：塩1蔵・塩干品向け

素干向け

塩干

煮千

〈ん製

節類

塩蔵

その 他

海藻類

油脂・餌肥料向け

非食用海藻類

－４１－
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(3)原料の変遷

魚肉製品は、昔は一つの会社で頭を落とし内臓を除去し、すり身にして製品雀で作成して

いたが、冷凍すり身の開発で、すり身の製造と製品が分業化されている。

昭和３５～４０年頃、ねり製品は原料不足とたった。当時は魚肉ソーセージの原料には、

主にマグロ類を使用し、カマポコ類の原料には東海以西底曳で獲れるグチ・ハモ・エソの他

東日本では安い製品にスケトウダラを利用していたが、以西底曳の乱獲により資源が枯渇状

況となり、原料がコスト高となったため、新原料の開発が望まれた時期である。この時期は

同時に、機械化が進み量産態勢が整ってきて、工場の大型化傾向か目立ちはじめた頃である。

新原料謂発に当っては、イワシ・サバ等赤身魚はＰＨと足の問題があり、スケトウダラは

冷凍するとスポンジ化する問題があった。しかし、スケトウダラは大量に獲れ、値段も安か

ったのでスポンジ化に関する研究が進み、その後冷凍変性防止方法（すり身を水でさらし、

砂糖を５～７冊、重合リン酸塩を0.2～０．３筋加え冷凍する）が開発された。

昭和４０～５０年には冷凍すり身全盛時代が到来し、母船で運搬する方法も確立された。

同|痔にスケトウダラに関しては、獲れるだけ獲るという乱獲が目立ったが、４９年からは自

主規制が行われ更に２００海里痔代に入り漁獲量は減らされ、１，５８０千トンしか漁獲でき

なくたった。同時に以西底曳も２００千トン以下まで漁獲量は減ってしまった。これに伴い

ねり製品の生産量も５０年エリ減少傾向となった（図１７）。

(4)カマポコエ場

全国におけるカマポコエ場は３千経営体程度で、カマポコ出荷類は１９７８年に３，６５８

億円で宮城・愛知・兵庫・静岡・新潟の順に多い。

カマポコ企業の従業員構成をみると、７割以上が９人以下の零細企業であり、これは水産

加工の特色である（図１９）。製造出荷額を従業員規模別でみると、１００人以上の企業

（１．８冊程度）が総生産量の１/３以上を占め、中小企業にしわ寄せがきている。経費は大企

業と同じにかかるが売揚げが少なく売りにくいためである（図２０）。

－４３－



3，０００（人）1,000 2，００００

100人以上
４１(1.4冊）
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２０～４９人２３８(８０船）

100人以上
44(1.6妬）
50-99人６９
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２０～４９人224(7.9兜）
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(1.8妬）
５０～99人６９
(2.596）

49人２８１（]０．４％））～１９人３３８

図１９事業所数の従業員規模別構成
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図２０製造品出荷額等の従業員規模別構成
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(5)八丈島でねり製品を作るとしたら

八丈島では、揚げ物エリ焼カマポコの類が良いのではないか。揚物の単価は全国平均で

７００～1,000円。八丈島というと、一般的な認識では夏のイメージが強い。しかし夏は、

揚物は売上げが減少する傾向が強く、夏のイメージである八丈島は揚物は合わないだろ

う。年間を通して売るつもりで、ササカマポコのようなものを作ることをすすめる。型にし

ても、ササカマポコの型は関東で消費が極めて良く、持ち運びにも便利である。

(6)八丈島ですり身（ムロ）を作るとしたら

結論から云うと無理である。現在すり身として、品質がアジより良いシログチでk,当り

３００円であり、従ってムロがこれ主b安ければ問題はないが、八丈島ではほぼ３００円以

上で取引きされており、この価格では市場性がない。冷凍すり身の平均単価は２００円川,

高値で８００円／ｋ,となっており、肉質等からムロもかなり安くならなければ売れたい。

陸上すり身の生産量は、年間１４～１５万トン、平均単価２００～２５０円／ｋ９、洋上す

り身の生産量は年間２０万トン、平均単価３５０～４００円／ｋ９である。台湾からの輸入量

は、年間４５千・トンで現状では原料すり身は若干だぶついき気味のようである。

いずれにしても、ムロの現単価では全国レベルに合わない。今の価格を維持するためには、

地場産業を作り上げ地元ですり身を作り、地元でカマポコ等の特産品（それもササカマポコ

みたいに品質が良く、高値で売れるもの）を作って売ることが良いだろう。しかし、この主

うな製品を完成するには時間がかかるが仕方の左いところであろう。

８総括

り活動の慨1要

（１）１年目の活動

年月日

昭和５６年５月２０日

活動の慨要

活動作業内容について場内担当者会議（担当者）

今後の活動のすすめ方について検討

ムロアジ水揚薑量及び加工関係資料調査

（八丈島漁協・三根漁協・八丈島水産加工協）

ムロアジカロエ量統計調査

（八丈島水:産加工協、過去からの加工量及びその変動を調査）

ムロアジ水揚量統計調査

（八丈島漁協・三根漁協、過去からの水揚量及びその変動を調査）

２２～

２６日

２８日

７月２２日

－４５－



活動の慨要

現地説明会用基礎資料収集

（八丈支庁、八丈町役場、当会議に関する各種資料を調査）

現地説明会用実施計画案検討（担当者）

（主な会議資料を作成し担当者で検討）

現地説明会資料検討（部内）

（担当者で討議された資料を部内で検討）

現地説明会資料検討及び会議の進め方について協議

（部内で討議された資料を基に行政機関を混じえて検討）

（八丈支庁・八丈町役場・八丈分場）

現地説明会事前打合わせ（部内）

（会議の進行について打合わせ）

現地説明会

（当調査に関する目的・方法・その他について事業内容の説明及び関係者を

混じえて検討）

（八丈島漁協・三根漁協・八丈島水産加工協・八丈町役場・都;水産課・八丈

支庁・東京都水産試験場長・同:技術管理部・同八丈分場・関係漁業者）

他島におけるムロアジカロエ・流通に関する資料収集

（大島・新島地区におけるクサヤカロエ・流通に関する資料収集）

現地説明会における協議内容について検討（部内）

（現地説明会で摘出されたい問題の整理）

現地聞き取り調査

（ムロアジ類及びムロアジ漁業について聞き取り調査）

（八丈島漁協・三根漁協）

検討会資料配布

（現地説明会会議収録資料の配布）

（八丈島漁協・三根漁協・入丈島水産加工協・八丈町役場・都庁水産課・八

丈支庁・東京都水産試験場）

現地聞き取り調査内容討議（担当者）

（新島地区ムロアジ漁獲量・利用方法・出荷量・その他聞き取り内容の整理）

ムロアジ出荷状況調査

（ムロアジの利用方法別出荷量・出荷先・出荷方法・その他について調査）

年月日

昭和５６年８月１日

７日

１３日
フ

１７日

１０月６日

７日

１１月２日

１１月６日

９日

１２月９日

昭和５７年１月１６日

１８日
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活動の慨要

（八丈島漁協・三根漁協）

現地検討会資料:検討（技術管理部・担当者）

（現地検討会会議内容及び問題点の摘出）

現地検討会問題点検討（担当者）

（現地検討会で摘出された問題点の整理）

活動状況検討会（部内）

（現在までの調査内容について検討）

現地聞き取り調査内容最終打合わせ（担当者）

（新島地区聞き取り調査内容の再検討）

現地聞き取り調査（新島地区）

（新島地区における聞き取り調査と既存資料収集）

調査内容検討会（部内）

（取り注とめ方向について検討）

現地調査内容検討会（担当者）

（鹿児島地区聞き取り調査内容検討）

年月日

昭和５７年１月１９日

２２日

２月２日

■

１０日

１５～

１９日

３月１９日

２４日

(2)２年目の活動

活動の内容

取り雀とめ検討会（担当者）

（昭和５６年度取り注とめ方法・内容の検討）

中間報告会（部内）

（昭和５６年度取りまとめ中間発表及び検討）

現地調査事前打ち合わせ

（鹿児島地区ムロアジ各種調査に伴う方法・資料・内容等の事前打ち合わせ）

現地調査

（鹿児島地区ムロアジ関係調査及び資料収集）

現地加工経営体調査事前打ち合わせ（担当者）

（現地ねり製品工場における聞き取り調査内容等の検討）

現地加工経営体調査

年月曰

昭和５７年４月８日

１６日

６月３日

２１日

８月２日

９日
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活動の概要

現地ねり製品工場聞き取り調査

（八潮物産ＫＫ）

調査事項検討会

（今後の調査内容・方法等に関する検討）

調査取り室とめに関する資料収集

（取りまとめに関する雑資料収集）

（関東農政局八丈出張所．八丈町役場）

取りまとめ方法検討会（部内）

（取りまとめ方向に関する検討会）

取りまとめ方法検討会

（行政．研究機関により取りをとめの方向に関する検討会）

取りまとめ方法検討会（担当者）

（問題点と解決の方向について検討）

取りまとめ方法検討会

（問題点の摘出）

（技術管理部・担当者）

取り雀とめ方法検討会

（解決の方向について検討）

（技術管理部・担当者）

取りまとめ方法検討会

（解決の方向について検討）

（技術管理部・担当者）（部内）

最終取りまとめ方法検討

（解決の方向について検討）

年月日

昭和５７年８月９日

２５日

９月２日

２１日

１０月１５日

昭和５８年１月１８日

２月３日

３月２日

３月７日

３月１２日
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2）確定された指導内容

指導内容

安定出荷の確立、共同出荷態勢、製品の均一化、漁獲規制撤廃

現冷凍・冷蔵庫の見直し及び増・新設の検討

販路拡大可能性の調査、ＰＲの強化

加工組合の強化、製品の均一化、共同出荷態勢の確立、イメージ

の定着化・安価な製品・安定供給

鮮度低下状況調査

生鮮食としてのＰＲの強化

民宿、観光客相手の販売推進、鮮魚出荷態勢の確立、安値の維持

安定出荷の確立、供給量の増大

現ストック庫の見直し及び増・新設の検討

項目

クサヤ原料販路の拡大

行政

加工組合クサヤ製品販路の拡大

研
行
漁

究
政
協鮮魚販路の拡大

漁協

行政
マグロ釣餌供給量の拡大

3）残された問題点と解決の方向

ムロアジ類の有効利用方策が樹立された場合、次にでてくる大きな問題点として、漁獲効率の見

直しを挙げられる。

現在行われている棒受網漁法は、既に述べたように昭和初期に導入され、昭和４０年代に漁船に

あわせた若干の改良は行われたものの、その他の部分では殆んどの改良がなされておらず現在に至

っている。今後、当漁業の省人、省力化と効率化にあたっては、ムロアジの生態を把握し、漁具・

漁法の改良を図らなければならない。

次に現時点で考えられる漁法を掲げておく。

（１）灯火使用による漁法

クサヤモロに走光性があることは、後述する鹿児島地区の漁法に主b実証されており、また当

場で行った「集魚灯による集魚試験結果」でも火付き良好の結果が確認されている。この性質を

利用して、クサヤモロをコマセで寄せる漁法から灯火で寄せる漁法1'て変えると、現在の昼間操業

から夜間操業にたるものの、コマセ費用ならびにコマセ撒布人夫の削減が図られる。

（２）魚群を旗いて捕獲する方法

コマセによって集魚した魚群を棒受網ですくうという現在の漁法は、網外に逃げる魚が多く必

らずしも効率的漁法とは云い難い。これよりは、魚を発見すると同時に旋網でまいて一魚群を大

部分捕獲する方法がはるかに効率的な漁法と,思われる。この方法によれば、発見した魚群のほほ

７～８割を漁獲することが可能である。
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(3)灯火集魚と旋網を組み合わせた漁法

旋網漁法に灯火による集魚効果を組み合わせた場合、最も省力的な、そして効率的な漁法が期

待できるか、この漁法はすでに鹿児島地方で行われているので、その概要を次に述べる。

同地方における灯火利用旋網船団は、沿岸域を主漁場とする中・小型旋網船団と、東シナ海を

主漁場とする大・中型旋網船団に分けられ、前者は日帰り、後者は数週間に及ぶ操業を行い、年

間水揚量は鹿児島地区総水揚高（６７Ｐ00トン）の１８妬を占める１２．２００トンに至っており、

対象となるムロアジの種類はモロとクサヤモロである。

船団（１力統）は、大・中型船団では１００トン前後の網船１隻（２５～３０人乗組）、灯船

４５トン型２隻（６～７人乗組）、運搬船１５０～４５０トン型、２～３隻（１０～１５人乗組）

により構成され、数週間に及ぶ操業が東シナ海で行われ、その間の漁獲物は運搬船が満載にたり

次第港に運ぶ。沿岸域を操業する中・小型船団では４０トン以下の網船１隻（１０人前後乗組）、

燈船１隻（小型数人乗組）からなり、日帰りで操業する。

操業は、夜間灯火により集魚した魚群を漁獲するため、沿岸・沖合ともに夕刻漁場に到着する

よう出港する。魚群を魚探で発見した場合、灯船が集魚を開始し、網船の船尾から付属船を下し、

網の一端を渡して、網船が投網を開始する。まき終った後に漁獲物を船内に収容する。１操業に

要する時間は約２～３時間で、１夜間に２～３回操業する。満月時は休漁する。なお鹿児島地方の

の漁具・漁法は規模が大き過ぎるので、八丈島への導入に当っては小規模なものに改良する必要

がある。

以上、現漁法に比較した省力漁法あるいは効率漁法について簡単に述べたが、これらの漁法の

導入に当ってはクサヤモロの特性について知識を深めることは無論のこと、漁具・漁法について

もその導入に関わる経費・漁獲効率ならびに八丈島地区で利用可能かどうかも再検討しなければ

ならない。特に灯火を利用する漁法は、都の漁業調整規則の関係もあり、これらに関する諸調整

をも含めて検討する必要がある。

(4)総合考察

本地域の多獲性魚類（クサヤモロ）の安定的供給とその増大を図ろには、これ主で行われてき

た漁獲量対策一辺倒から脱却し、販売地域の拡大と出荷方法の見直し等を図る必要がある。この

ためには、「クサヤモロ有効利用上の問題点と解決の方法」の項でも述べたが、各方面への出荷

量の増大及びこれに伴う安定出荷方法について早急､に検討すべきである。

現時点での販売形態では、漁業者の労働意欲を低下させるのみでなく、安定供給ができないた

め、供給先においてもあまりあてにされたくなり、別の供給先を求める可能性がある。また冷凍

出荷については、種々検討の余地かあり、冷凍庫の増設、新設については、資金・運営・その他

について種と問題が少なくない。
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今後、各関供団体・行政・試験研究機関の密接な連携のもとに長期的な展望に立って組織的対

応を図って行くことが必要である。
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